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の効果的な活用を！

玉野市立玉原小学校の事例
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岡山県マスコット「うらっち」

玉原小学校では、今年度６月から新規に教ア
シが配置されています。兼務配置校であり、教
アシは木・金曜日に勤務しています。教員は
「依頼票（兼務配置校と共同作成）」に業務内
容を記入し、教アシの机上に置いておくという
形で依頼をしています。
教アシに作業を依頼する日を意識することで、
以前よりも少し先まで見通した業務計画を立て
ることにつながっています。

県教育委員会では、令和６年度から教師業務アシスタント（以下「教アシ」）を県内
公立小・中学校（義務教育学校・中等教育学校前期課程を含む。岡山市立学校を除く｡)
全校に配置するよう予算措置をしています。今回は、教アシを活用することで教師が業
務の見通しをもつことにつながっている学校を紹介します。

・教アシとして複数年関わっているので、その経験を生かしながら先生方の業務を
お手伝いできています。

教アシの声

「教師業務アシスタントの手引」等も参考に！

昨年度末にお知らせしているところです
が、教アシ配置事業実施要領の改訂に伴い、
教アシが従事する業務内容を再整理し、令
和６年２月に「教師業務アシスタントの手
引」を改訂しています。教アシ活用の参考
にしてください。
文部科学省作成の「教員業務支援員との
協働の手引き」も参考になります。

倉敷市立西阿知小学校の事例

西阿知小学校では、平成２８年度から教アシ
が単独配置されています。教アシに業務補助を
依頼する文化が根付いており、依頼された業務
が年度ごとにまとめて冊子にされています。
教師が余裕をもって業務に取りかかれるよう、
昨年度の依頼状況を踏まえて、教アシから校務
分掌の変わった教師へ事前に声かけをすること
もあります。

・校内の環境整備をお手伝いしたときなど児童を含め大勢の人に感謝され、やりが
いを感じています。

教アシの声


